
円 円 円 円 円 円

1,479,600 14,591,075 16,070,675

1,406,000 8,151,000 9,557,000

実施場所 　岩国市由宇町地内

補助事業の内容

２８年度

　　　の他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
2　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事　　業　　評　　価　　書

補助事業名 　岩国飛行場関連公共用施設（教育文化施設：由宇文化会館改修事業）整備事業

補助事業者名 　岩国市

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有無

　　無

注：1　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市町村費等・そ

事業費

交付金額

事業の改善措置及び
今　後　の　対　応

　定期的な消防設備点検、消防訓練を通じ、火災発生時に迅速かつ確実な消火活
動が行える体制を維持していく。
　なお、アンケート調査の結果、「利用者が操作を把握しているのか、周知されてい
るのか不明」との意見があったことから、消火栓の使用方法を盤表面に掲示し、利
用者がすぐに操作できるように対応した。

　本事業実施後、職員及び管理人による消防訓練を実施し、非常用電源、消火ポンプの作
動手順の確認を行うと共に消火栓が１人体制でも容易に操作できることを確認した。
　また、消防設備点検において消防設備の正常作動を確認した。
　職員及び管理人を対象にアンケート調査を実施したところ、「火災発生時に迅速かつ確実
な消火活動が行える体制ができた」との回答を得た。
　周知計画について、工事看板、近隣に回覧する工事案内文、消火栓、市ＨＰへ特定防衛
施設周辺整備調整交付金により実施した事業である旨を記載し、地域住民への周知を図っ
た。

事業費及び交付金額

　　　　　付紙様式第２

２９年度

補助事業の成果及び評価並び
に地域住民への周知の実施状

況

計

補助事業の成果の目標

　当施設は昭和５８年の開館から３４年が経過しており、館内の消火設備の老朽化
が著しく、非常用電源装置は故障しており復旧は困難である。また、消火栓、消火
ポンプも同様に老朽化しており、当施設の安全な利用に支障をきたす恐れがある。
消火設備を改修することで万全な防火体制を整え、地域住民の安心・安全な教育
文化活動の環境を整備する。

　消防設備改修工事　一式

補助事業の始期及び終期 　平成２８年度から平成２９年度



円 円 円 円 円 円

74,224,500 16,370,640 17,064,000 18,036,000 18,522,000 144,217,140

73,098,000 16,370,000 16,580,000 16,526,000 17,470,000 140,044,000

付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

補助事業名
岩国飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：消防ポンプ自動車整備事業）
整備事業

補助事業者名 　　岩国市

計

実施場所
　　岩国市消防団　岩国東方面隊　麻里布分団第４部消防車庫
　　（岩国市新港町四丁目17番３号）

補助事業の成果の目標

　本市の岩国東方面隊麻里布分団第４部に配備している消防ポンプ自動車は、
すでに耐用年数を超過しているため、性能や機能が低下しており、交換用部品も
少なくなっている状況である。今後、不具合が発生した際には、修理不可能とな
る場合が想定できる。
　このため、老朽化した消防ポンプ自動車を更新することで、火災発生時に迅速
かつ確実な消火活動が行える体制を整え、地域住民の生活環境の改善を図る。

補助事業の内容
　　配備より約２０年を経過し、老朽化した消防車両の更新整備
　　　消防ポンプ自動車　１台

今後も、計画的に消防車両を更新することにより、消防力の向上を図り、地域住
民の生活環境の改善を図る。

補助事業の始期及び終期 　　平成２１年度から平成２９年度

事業費及び交付金額

２５年度
まで

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

注：1　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市町村費等・そ

　　　の他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

　　無

2　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

交付金額

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

　本事業を実施したことにより、火災発生時に迅速かつ確実な消防活動が行える
体制が整備できた。
　また、分団員へのアンケート調査の結果、火災発生時に迅速かつ確実な消火
活動が行える体制の整備に貢献すると思うという評価が100％であり、その理由
として、「4WDにより、走行性能が良くなった。」「ポンプの真空のスピードが速
い。」「ポンプの性能が前の車よりよくなったので、あせることなく丁寧に動くことが
できる。」等の意見であった。
　当該事業が交付金事業である旨を車両本体に記載し、地域住民の周知を図っ
た。

事業の改善措置及び今後の
対応



円 円 円 円 円 円

1,922,400 60,048,000 61,970,400

1,891,000 55,890,000 57,781,000

付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

補 助 事 業 名
岩国飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施
設：岩国市テニスコート夜間照明設置事業）整備事業

補 助 事 業 者 名 岩国市

実 施 場 所 岩国市平田一丁目地内

補助事業の成果の目標

平成９年に整備した岩国運動公園内の岩国市テニスコート16面の内、現在
８面のみにしか夜間照明が設置されておらず、残り８面の夜間利用ができ
ない状況にある。夜間照明を設置することにより、スポーツ施設を整備
し、本市のスポーツ活動の促進を図る。

補 助 事 業 の 内 容 テニスコート８面分の夜間照明設置工事　一式

補助事業の始期及び終期 平成28年度～平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

28年度 29年度 計

　　　記載すること。

事業費

交付金額

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

  本工事の実施によって、テニスコート全面に照明が設置され、市民のス
ポーツ環境は整備された。
  スポーツ活動の促進の成果については、テニスコートの利用状況を調査
することとしているが、照明設置から２ヵ月半の照明利用者数は、前年と
比べて増加している。
  また、利用者にアンケート調査を行い、「使いやすい」、「積極的に利
用したい」等の評価が得られ、快適な利用環境が整備できたこと確認し
た。
  照明が暗いとの回答が一部あったことから利用団体に聞き取りしたとこ
ろ練習用コートであるため、照度は十分であるとの回答があった。
　本工事が、特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨をテニ
スクラブハウスへの掲示及びホームページに掲載し、地域住民へ周知を
図った。

事業の改善措置及び今後
の対応

本施設をスポーツ活動の拠点として、利用者が容易に施設を利用すること
ができるよう、市民及び関係団体と共に考えていく。

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

注：１　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市町

　　　村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。

　　２　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を



円 円 円 円 円 円

12,519,033 21,678,318 34,197,351

11,361,000 20,771,000 32,132,000

付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

補助事業名
　岩国飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：消防車庫整備事業（麻里
布））整備事業

補助事業者名 　岩国市

計

実施場所 　岩国市麻里布町二丁目地内

補助事業の成果の目標

　岩国市消防団岩国東方面隊麻里布分団第７部消防車庫については、昭和48
年より、三笠橋高架下の占用許可を受けて、消防車庫として使用していたが、消
防ホースの洗い場や乾燥させる乾燥塔もなく消防資機材の整備について苦慮し
ている状態であった。
　今般、三笠橋の耐震補強・補修工事に伴い、同橋下に設置していた消防車庫
の移転が必要となったこと及びホース洗い場やホース乾燥塔といった消防資機
材の整備スペースと集合時における団員の駐車スペースを整備する適地が確保
できたことから、新たな消防車庫を整備することで、火災発生時に迅速かつ確実
な消火活動が行える体制を整え、地域住民の生活環境の改善を図る。

補助事業の内容 　麻里布分団第７部消防車庫の新築整備

今後も、老朽化した消防車庫の新築整備又は改修を行うことにより、消防力の向
上を図り、地域住民の生活環境の改善を図る。

補助事業の始期及び終期 　平成２８年度から平成２９年度

事業費及び交付金額

２８年度 ２９年度

注：1　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市町村費等・そ

　　　の他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

　無

2　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

交付金額

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

　本事業を実施したことにより、火災発生時に迅速かつ確実な消火活動が行える
体制が整備できた。
　また、分団員へのアンケート調査の結果、新築した消防車庫が従前の消防車
庫と比較し、集合及び出動に適しており、また、迅速かつ確実な消火活動が行え
る体制の整備に貢献していると思うという評価であり、その理由として、「駐車ス
ペースの整備により迅速に集合でき、現場への出動もスムーズになる」「屋外照
明灯により、安全に出動できる」「収納棚が使いやすく、資機材の整理を行いやす
い」「ホース洗い場で使用後のホースをすぐに洗うことができ、次の出動に備えや
すい」等の意見であった。
　本事業が、防衛省の交付金事業である旨を工事看板、工事案内文及び消防車
庫へ掲示、市ホームページへの掲載などで地域住民への周知を図った。

事業の改善措置及び今後の
対応



円 円 円 円 円 円 円

3,287,000 4,920,300 5,443,200 5,451,222 5,020,235 4,799,141 28,921,098

3,287,000 4,900,000 4,950,000 4,950,000 4,950,000 4,500,000 27,537,000

注：１基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市町村費等・その

　　　他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。

　　２事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

付紙様式第2

事　　業　　評　　価　　書

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

  岩国飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：花蔭水路改修事業）整備事業

　岩国市

交付金額

　水路改修　L=169.1m　

　平成19年度、平成25年度～平成29年度

29年度
計

28年度

事業費

27年度

　岩国市黒磯町二丁目地内

　本水路については空石積みによる水路であるが、経年劣化が著しく、石積みの崩落等に
よる水路の閉塞が発生していることから、周辺地域の適切な排水に支障を来している。
　このため、本水路の改修工事を行い、排水不良を解消することで、周辺住民の生活環境
の改善を図る。

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

　本事業を実施したことにより、排水不良が解消され、生活環境の改善に貢献していること
をアンケート調査により確認した。
　本事業が防衛省の交付金事業である旨を工事看板及び工事案内文に記載するととも
に、市ホームページへ本事業評価書を掲載することにより、近隣住民への周知を図った。

事業の改善措置及び今後
の対応

　地域住民の理解を得ながら事業を実施

19年度 25年度 26年度



円 円 円 円 円 円

交付金額

市町村費

その他

運用益

計

町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　2　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等

を記載すること。

0

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

　本事業を実施したことにより、児童生徒が快適に学習できる環境が整備され、学
校環境の改善を図ることができた。
　また、学校長へのアンケート調査を実施し、学校環境の改善の成果があったとい
う回答を得ており、その理由として、「児童・生徒の授業に対する集中が増した」
「授業中に気分が悪くなる等の体調を崩す児童・生徒が減った」等の回答を得た。
　本空調設備の整備が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨空調機
器に貼付し、ホームページに掲載することで本事業に係る市民への周知を図った。

事業の改善措置及び今
後の対応

現場の使用状況やアンケート結果を参考にして事業を実施

基金残額 631,349,379 627,096,358 467,382,386 286,318,986 0

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

無

注：1　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市

基金処分額 22,606,500 213,585,645 250,495,128 181,385,647 290,009,287 958,082,207

653,955,879 209,332,624 90,781,156 322,247 3,690,301 958,082,207

基
金
造
成
額

2,188,879 830,624 781,156 322,247 106,301 4,229,207

0

651,767,000 208,502,000 90,000,000 0 3,584,000

事業費
236,192,145 250,495,128 181,385,647 203,102,948 86,906,339 958,082,207

補助事業の始期及び終
期

　平成23年度から平成29年度

事業費及び交付金額

25年度
まで

26年度 27年度 28年度 29年度 計

953,853,000

実施場所 岩国市地内各地

補助事業の成果の目標

 本市の市立小学校及び中学校は、空調設備が未整備の施設が多いことから、夏季
に教室等の温度が上昇し、児童生徒に集中力の低下や体調不良が見られるなど、学
校環境が悪化しているところである。
　このため、空調設備を整備し、児童生徒が快適に学習できる環境を整えること
で、学校環境の改善を図る。

補助事業の内容 　空調設備の整備

付紙様式第2

事　　業　　評　　価　　書

補助事業名
岩国飛行場関連公共用施設（教育文化施設：岩国市学校空調設備整備事業）
整備事業

補助事業者名 岩国市



付紙様式第2

補助事業名

補助事業者名

実施場所

補助事業の成果の目標

補助事業の内容

補助事業の始期及び終期

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

事業の改善措置及び今後の
対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

注：1　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　2　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

　本事業について、自治会へのアンケート調査を行い、「手続きの簡素化
が図られた」「防犯灯の維持管理が効率的に実施することができると思う」
等の回答を得ているところであり、自治会が行う申請書類作成等の簡素化
が図られ、電気料金助成事業が円滑かつ効率的に実施されていることを
確認した。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用していることを広報
紙、ホームページ及び自治会ハンドブック等に掲載することで、市民全体に
周知を図った。

アンケート結果を参考にして、事業を実施。

無

交付金額

計

平成29年度

事業費及び交付金額 事業費
円

4,190,400

29年度

円
4,190,400

4,062,000 4,062,000

防犯灯管理システムの構築

事　　業　　評　　価　　書

岩国飛行場関連特定事業（住民の生活の安全に関する事業：防犯灯電気
料金助成事業）

岩国市

市内全域

防犯灯管理システムを構築し、防犯灯に関するデータを管理するとともに、
事業実施に当たり、自治会が行う申請書類作成作業等の簡素化を図り、
電気料金助成事業を円滑かつ効率的に実施する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 計

円 円 円 円 円 円 円 円

38,533,979 38,000,000 42,647,860 45,170,360 45,170,360 45,170,360 738,124 255,431,043

交付金額 204,000,000 51,000,000 255,000,000

市町村費 0 0 0

そ の 他 0 0 0

運 用 益 19,014 168,553 91,548 71,799 49,274 26,713 4,142 431,043

計 204,019,014 51,168,553 91,548 71,799 49,274 26,713 4,142 255,431,043

0 38,533,979 38,000,000 42,647,860 45,170,360 45,170,360 45,908,484 255,431,043

204,019,014 216,653,588 178,745,136 136,169,075 91,047,989 45,904,342 0 0

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：１　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市

　　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。

　　２　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等

　　　を記載すること。

平成２８年１０月から平成３５年３月まで

　保護者を対象にアンケート調査を行ったところ、「この助成制度は子育て支援の一環になっている」と
いう回答が98％得られ、安心して子どもを産み育てることができる環境の整備に貢献できていることを確
認した。
　また、当該事業が交付金事業である旨を市広報誌及び市ＨＰへの掲載、乳幼児健診時のチラシ及びアン
ケート用紙への記載により、地域住民への周知を図った。

　引き続き、助成事業を継続することにより、安心して子どもを産み育てることができる環境の整備を図
りたい。

無

事業費

基
金
造
成
額

基 金 処 分 額

基 金 残 額

事業費及び交付金額

こどものインフルエンザ予防接種に係る費用の一部を補助する。

事　業　評　価　書

岩国飛行場関連特定事業（医療に関する事業：こどもインフルエンザ予防接種助成事業）

岩国市

岩国市

　本市では、インフルエンザ予防接種助成制度は、６５歳以上の高齢者にしかなく、こどものいる家庭に
おいてインフルエンザ予防接種は経済的に大きな負担となっている。
　このため、乳幼児、小・中学校において、インフルエンザ予防接種の助成を実施し、保護者の経済的な
負担を軽減することで、インフルエンザの蔓延を防止し、安心して子どもを産み育てることができる環境
の整備を図る。



付紙様式第２

計

円 円

9,500,000 18,479,120

8,550,000 16,419,000

注：１　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市町村費等・その

　　　他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。

　　２　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知

の実施状況

小桝遊水池の浚渫を実施することで、地域の生活環境の改善を図ることができた。
　特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の箇所に記載し、本
事業に係る地域住民への周知を図った。
　1）　工事看板
　2）　周知用リーフレット
　3）　市ホームページ（事業評価書の掲載)

事業の改善措置及び
今　後　の　対　応

　地域住民の理解を得ながら事業を実施

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

円

669,600 8,309,520

669,000 7,200,000

事業費及び交付金額

平成

29年度 30年度
　予定

事業費

円 円

交付金額

28年度 年度

補助事業の成果の目標

　当該遊水池については、小桝ポンプ場に隣接する遊水池であるが、土砂が堆積し
生活雑排水が流入することで、悪臭が発生している。
　このため、遊水池の浚渫を実施することで、悪臭を軽減し、地域の生活環境の改善
を図る。

補助事業の内容 　浚渫一式

補助事業の始期及び終期 　平成28年度～平成30年度

実施場所 　岩国市南岩国町三丁目地内

事　　業　　評　　価　　書

補助事業名 　岩国飛行場関連特定事業（環境衛生に関する事業：南岩国町三丁目地区環境対策）

補助事業者名 　岩国市



円 円 円 円 円 円

交付金額

市町村費

その他

運用益

計

付紙様式第2

事　　業　　評　　価　　書

補助事業名
岩国飛行場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：岩国市学校空
調設備維持管理事業）

補助事業者名 岩国市

実施場所 岩国市地内各地

補助事業の成果の目標

 本市の市立小学校及び中学校は、空調設備が未整備の施設が多いことから、夏
季に教室等の温度が上昇し、児童生徒に集中力の低下や体調不良が見られるな
ど、学校環境が悪化しているところである。
　学校環境の改善を図るために整備した空調設備の維持管理を適切に行い、安定
的な運用を行うことで、児童生徒が快適に学習できる環境を整える。

補助事業の内容 空調設備の維持管理

補助事業の始期及び終
期

平成２３年度から平成３８年度

事業費及び交付金額

26年度
まで

27年度 28年度 29年度
30年度
予定

計

156,121,000

156,815,675

基
金
造
成
額

事業費
3,290,962 4,941,012 7,900,380 12,835,948 19,496,000 48,464,302

18,438,000 137,683,000 0 0 0

129,195 27,836 140,478 139,166 258,000 694,675

無

注：1　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市

基金処分額 379,394 2,911,568 4,941,012 7,900,380 12,835,948 28,968,302

18,567,195 137,710,836 140,478 139,166 258,000

町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　2　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等

を記載すること。

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

　本事業を実施したことにより、空調設備の維持管理を適切に行うことができ、
安定的な運用が可能となった。
　また、各学校へのアンケート調査を実施した結果、本事業が児童生徒に対して
快適な学習環境を提供することができている旨の回答を得た。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業であることについては、
ホームページへの掲載を行い、地域住民へ周知を行っている。

事業の改善措置及び今
後の対応

現場の使用状況や、アンケート結果を参考にして事業を実施

基金残額 18,187,801 152,987,069 148,186,535 140,425,321 127,847,373

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無


